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ヨットクルージング

中国･長江(揚子江)へのﾁｬﾚﾝｼ゙
日中国交回復十五周年・半田市制五十周年記念事業

；
令

i

1

1配

共催愛知県日中友好協会

半田市

中日新聞本社

日本外洋帆走協会東海支部

報告ナビゲーター

中村孝

へ

出港式のクルー全員

(小林)二週間後には必ず，〈ピンド7〉

が白い帆を上げて南京長江大

橋をくぐります。クルーと力

を合わせ日中親善の大任を果

たします。

衣浦港（半田）出港

約2,000人の見送りを受け，約50艇

の伴走。祝福の警笛を受け，テープ，

風船，クラッカー，鳴り物入りで出

港。大いに感激する。

港内一周見送りに応える。

巡視艇の放水，祝福の警笛，信号旗

（ボンポヤージ）

港外に出てメインセールをアップ

伴走艇を従えていよいよ出発

衣浦港防波堤外でジブセールもアッ

プｸﾛｰズﾎｰﾙド

まだまだ伴走艇多く見送ってくれ

る。

生田鼻ブイ沖では，蒲郡・幡豆の

ヨットが見送ってくれる。

知多半島師崎沖マーク・カレラが

最後まで見送ってくれる。

神島西を通過

大王崎東を通過

半田市衣浦港を出港し東シナ海を横断，上海から揚

子江を約400km遡江，南京までの全行程約2000km

の冒険「ヨットクルージング中国・長江（揚子江）へ

のチャレンジ」ヨット〈ビンド7〉乗組員の一員とし

て参加，この航海記を報告いたします。

この行事は，日中国交回復15周年記念事業として計

画されたもので，8世紀の奈良時代，鑑真和上の来日

航海ルートを逆にたどり中国一の大河,長江(揚子江）

を帆船（ヨット）で世界初の航海をしようとするもの

です。

また，南京到着後，南京，南通の両都市において，

ヨット体験乗船，ヨット公開などを実施し，友好親善

の輪を広げました。

12時

｜
（

5月31B08時亀崎町神前神社にて航海の安全を

祈願

10時半出港に先立ち式典開催

県日中友好協会長久野忠治氏

半田市長山田耕市氏

駐口中国大使館顔万栄氏

中日新聞本社専務岩津良治氏

等挨拶

クルー紹介花束贈呈

小林義彦艇長挨拶決意表明

時
時
６
０
１
２
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6月1BO0時 大王崎南東沖でタック西方に針路

を変更

尾鷲南東沖を通過

1m以上のシーラがトローリング

で釣れる,早速料理し刺身で食べる。

食べ切れず，保存することとする。

潮岬南を通過天気快晴。

スピンを展開快調に滑る。

夕日が沈む頃スピンを降ろす。

田辺保安と無線交信，天候悪くなる

ので注意するようにとのこと.…・・

何時も天気が良いわけがない，黄海

に低気圧がある，荒天準備である。

室戸岬南を通過

南南東の風快調に滑るが雨が降り
だした。

高知南沖を通過，コースを九州佐多

岬に取る。

風が強くなったので，早目，早目の

セールチェンジ

午後には，ストームジブに3ポイン

トリーフとなる。

風力25ノット，波高4～5m,波長

50m,速力6ノット

波悪く，時にはピッチング激しく波

をすくってしまう。

波の合間を飛魚が沢山飛んでいる。

たまにはデッキに上がらないかと期

待するが，思うようにはいかない。

食欲不振，昼はバナナとリンゴです

ます。カッパのまま仮眠を取る。

06時

08時頃

13時半

15時

18時

〈ビンド7〉いよいよ出港

一番である。バースは9人分あるが荷物が多

いため7人分確保,二交替なので十分である。

水は常設タンクの他にミネラルウォーター

(1リットル入）を用意，往復分を確保（中

国の水は飲用に適さない)。燃料はタンクを

増設し250リッター用意した。他に食料等大

量に確保したため，かなりオーバーウエイト

である。このため従来では，かぶったことの

ない波しぶきをかぶってしまう。

重いバウを少しでも軽くしようとロープ，

セール等をスターンに移動，結果，波しぶき

がいくらか減少した。

6月2日00時

06時

？

（
｝

08時

PM

16時 天気図の作成時,吐き気をもよおす，

なんとか作成できたが苦しい。低気

圧が発達しながら日本海に進んでい

る。この低気圧への吹込みがこのシ

ケを呼んでいる，明日まで続きそう

である。

足摺岬南沖を通過

二度続いたパンチングの後，パシッ

の音と共に風下のロアーロッドス

テーが切断。オールハンズ，セール

ダウン，機走で様子を見る。

風下側で良かった，風上側ならマス

ト折損である。運が良い。

波は悪いがこのまま機走できそうで

ある。

当番（ワッチ）について説明しよう。小林艇

長をフリーとし4人一組で昼は6時間，夜は

4時間の二交替制である。舵取りは長くても

1時間程度で交替する。

食事当番は原則としてワッチの中で実施，オ

フワッチの時はなるべく横になり寝ることが

17時

18時半一

善後策を考える，風波の向きと天候の予測，

避難すべき港はどこにすべきか。土佐清水，

細島，宮崎，油津……

到着予定，先の予定等を考えて九州日南市油

津港に臨時入港を決定，高知保安と連絡を取

り許可を得る。また，小林艇長の自宅に故障

内容の連絡と修理材料の手配を依頼する。く

れぐれも航行に支障なく全員元気である旨を

伝えておく。

(3）
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へ

見送りの各艇

機走で航行するが波悪<また，潮の

流れもあり予定どおりには距離が出

ていない。足摺岬の南南西沖約50マ

イル，油津への入港は昼過ぎになる

予定。

雷雨，寒冷前線が通過

雷が遠くの方で光っている。土砂降

りが30分程続く。

雨は止み，天気回復。早速濡物を干

す。やはり，予定どおりには距離が

伸びていない。鹿児島保安に到着予

定の変更を連絡する。

天気が回復しトローリングを始める

と早速40cm程のソーダカツオが釣

れる。加藤漁労長が腕を奮い刺身料

理ができる。ボタン造り有り，海苔

巻有り，なかなかの腕前を披露して

くれる。

食欲がぐーんとあがり，おいしい朝

食である。

日南市油津港に入港海上保安署前

の岸壁に接岸,報道が侍構えている。

「マストが折れたと聞いたが｣｢え？」

「マストはこのとおり大丈夫です。

マストを支えるロアーシュラウドが

切れました。これです｡」

やはり正しく伝わっていなかった。

早速，電話で地元に連絡，修理手配

の確認をする。明日午前中には取替

用材料が到着する。

せっかく上陸できたので不足州品の

購入とか風出に入るなど英気を養

う。

6月3日0()時

修理材料到着早速，取替工事にか

かる。

全て完了，航海計画の変更届けを提

出し，出港。

中日新聞社，取材飛行にくる。

風は南南東10ノットフルセールで

元気よく再出発，皆手を振って取材

に応える。長江口まで残すところ

540マイル，平均6ノットで航海す

れば予定どおりに6月8日朝，長江

口着である。

明日の朝には大隅海峡を通過してい

る予定である。

向かい風向かい潮のため都井岬を

ようやく越えたところ。

佐多岬がなかなか近づかない，沖出

しで種子島の赤灯台がよく見える。

佐多岬南沖をようやく通過

開聞岳（薩摩富士）が右（北）に見

える，桜島はあいにく見えない。

真正面に竹島が見える,風無く機走。

メインセールダウンし，昨日切れた

リーチロープを修理する。

草垣群島，これを抜けると，もう中

国まで島は無い。

海亀が泳いでいる。頭が見え，甲羅

が少し出ている。

近付こうとしたら逃げてしまった。

飛魚が飛ぶ，静かな海に少しはばた

き，す－つと飛んでいく。

ヨットの横から飛び,200m先まで

飛んでいく。

6月4日12時

13時

14時01時

08時

18時

。可

6月5日0()時

時
時
４
８
０
０

14時

14時
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04時ワツチ当番で起床。風が北西に振れ

ている。濃霧である。視界100m程

か懐中電灯では全然届かない。ジブ

を降ろし前方力園見えるようにする。

1時間程で霧は薄れてきた。

08時霧はなかなか晴れない。このまま下

り坂，雨模様である。

風は十分有る。予定どおり8日早朝

には長江口に到着できるだろう。

12時雨，降ったり止んだり,2隻だての

漁船があちこちで操業している。

20時東シナ海最後の夜，明日朝には長江

口である。

雲は厚く，暗い夜，岸に近づくため

細心の注意が必要である。

まずは花鳥山（灯台有）を確認し北

上する予定。

02時左前方に花烏山らしき灯台を確認

（灯質不一致）

右前方には本船の明かりが沢山見え

る。

コースはクロスで270度，予定どお

り。このまま西へ進む。

04時花鳥山の北を通過，長江口錨地らし

きところに本船の明かりが多数見え

る。

明るくなるまで西へ進みそれから北

上することにする。

05時半ドンドーンと大きな音とショックが

ある。充電のため機走していたがエ

ンジンストップ,慌てて甲板に出る。

回りを見るが真暗，何も見えない。

エンジンをスタートさせてみる。大

きな震動が出る。何かう．ロペラに支

障がでたようである。他には異常を

感じない。

20分程でまた，ドーンとくる。何も

見えないがタックしてもらう。

06時雨は小止みになった、ようやく明る

くなってくる。

「流木だ」「どこだ」「10時方向」

「了解」

よく見ると流木ではない。3本づつ

組んである｡10M間隔で続いている。

網もついている。どうも定置網のよ

うである。

1本の直径は1Ocm以上ある。どこ

までも切れ目がない。これに接触し

たようだ｡網がベラにからまったか，

それともシャフトが曲がったか。こ

れから長江というときに.…．．。

6月7BO4時
〃

長江(揚子江)ﾁ彫ご多’のコース

日
本

＄

●

イルカを見る,集団で回遊している。

中に背びれの違う物がいる。シャチ

だ。私は見なかったがカジキが飛び

跳ねたそうである。

夕日が素晴らしい，水平線に丸い太

陽全体が少しづつ沈むのを見る。

8日の月明りの中，沈む月を目標に

西へ西へと進める。

この月も南通に着く頃には満月にな

る。月夜の長江が楽しみである。

月が沈めば満天の星空，天の川も

はっきり見える。

朝食時を狙ったようにソーダカツオ

が釣れる，早速刺身である。今日も

風弱<，穏やかな東シナ海を行く。

またソーダカツオが釣れる。今度は

加藤さんの料理講習会開催となる。

まず頭のおとしかた，次に三枚にお

ろして……

青山，杉野，久田の新人がそれぞれ

挑戦する。出来映えは少し形が崩れ

たが，新鮮な材料だけに味は陸の物

とは比較にならない。

その後も天気快晴，風弱くのんびり

ムードが続く。オセロゲーム，将棋

花札など，それぞれ相手を見つけて

ゲームに興じる。

ようやく風紋がでてきた，まずは向

かい風（西南西）である。

南西の風，針路は270度（西）丁度

良いが曇り空になった，下り坂のよ

うである。気象通報を聞きたいが長

波放送はもう受信できず，短波を聞

こうとするが雑音が多く聞き取れな

い。

上海付近の低気圧が東進しているよ

うである。

二里

6月8日02時

19時半

21時

6月6B08時

10時

ヨー

11時

15時

18時

（5）
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07時本船錨地にくる。本船が沢山待機し

ている。明るくなって一隻づつ動き

だした｡長江口方向に向かっていく。

我々も長江口方向へ……ややつ，3

本組みの定置網が前方に現れる。

タックし避ける。でも，また定置網

が前方に現れる。タックせざるを得

ない。当然また定置網が前方に現れ

る。どうすればいいのだ？

本船が向かったんだ，どこかにコー

スがあるはずだ……パニック状態。

よく見ると網と網の間はつながって

いない間隔の長い所もある。

間隙を縫って進めばよいのだ。でも

本船はどのようにしているのか？

07時半ようやく抜け出した。長江口灯台船

が見える。

08時長江口灯台船通過。

ジャーンジャーン，ドラの音。霧鐘

に迎えられようやく長江口に来た。

「万歳！」

長江口での一言

（小林）東シナ海は荒れたが，クルー

も船も頑張った。

これからが挑戦本番だ。

シフト。片上り一本が変わらない。

5～6ノット順調に滑る。でも流れに逆らう

ため2～3ノットしか出ない。

17時頃座州，ズー，ズーッ船が止まる。5

～6回で通過。

パイロットの説明では，

「泥の塊が動いている。大丈夫，ノー

プロブレム，ノープロブレム」泥色

で何も見えない。心配であるがパイ

ロットを信頼するほかない。

19時半中国巡視艇が出迎えてくれる｡丁度，

夕日が沈むところである。

20時上海，宝山錨地に到着，アンカーを

降ろす。
へ

アンカーの位置が悪く移動しようとしたがこ

れが大作業。

3ノット以上の流れに逆らって人力でアン

カーを上げようとするが上がらない。ロープ

が船底に回り、ラダーにも掛かってしまう。

5～6人で掛かるがコーミングにロープの跡

がつく程。だが上がらない。ついにあきらめ

ブイを付けレッコ。流れが無ければ、エンジ

ンが使えればわけないのだが…。

ヨットも巡視艇も流れが強く風に立たない。

改めて流れの強さを認識。

巡視艇に引航を依頼したが接舷時、力余って

接触。無線アンテナ折損，衛星航法用アンテ

ナ曲損，コーミングー部損傷，先が思いやら

れる、

雨は止んだが視界1マイル，パイロットは

No.6ブイで待っている。

海の色が変わり出す。いよいよ長江だ。

部分的に浅い所もあるようだ。波のようすに

違いがあり,航路から離れると定置網もある。

潮の影響で距離が伸びない。ブイの間隔は約

2マイル。

No.6ブイまでは向かい風スピードは5～

6ノット。10分間隔でタックする。

視界不良のためコースを外せない。たまに本

船がくると確認できる。

23時すぎに一件落着，巡視艇に接舷し一安心

と思ったが……。

これも深夜（3時）に流れの向きが変わり，

風と流れの向きが逆になってオールハンズ，

スターンから波が寄せヨットが安定しない。

大フェンダーでも危険な状態になる。一苦労

へ

11時No.5うゞイを通過。パイロット船が

見える。

11時半小船でパイロットがやって来る。乗

船。

長
の

引航を依頼するが「風がある，セイリングし

よう」と言われる。

コースはこの先さらに上りになるはず……イ

ヤとは言えずセイリング開始。

不思議なことに風はシフトし片上り一本とな

る。

天候もどんどん回復，青空が広がる。コース

も，さらに上りになるはずが河に沿って風も

中

(6）
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して向きを変えようやく安定ほっとする。

このように，錨泊中もかならず交替でワッチ

しなければならないのです。 望 :竺竺長江
口
‘
ブ
イ

長
江
口

崇明島崇明島

6月9日08時 検疫も入国手続きに合わせ南通で実

施すべく1時間早く宝山出発。

南通に少しでも早く着いてスクリュ

ウ等の点検をしたい。
6月8日

午前8時

本日も天気快晴，風に恵まれ片上りで快走，

日中友好のフルセールだ。

空はあくまでも青く，河は茶色。なんともい

えないアンバランスである。

右舷に中国旗，船尾に日の丸，行き交う船に

手を振って友情を深める。

客船，タンカー，荷物船，漁船，フェリー等，

新型も旧型も入混じっている｡昨日と同じく，

河に沿って風がシフトほとんどクロス……。

非常に視界が良く，航程の中ほどで，南通・

狼山が見えてきた。

狼山は河口から初の山で良い目標となる。

出港手続き後，出港。

今日は追手の風，早速スピンをアッ

プ。長江での初スピン。

残念ながら風弱くスピード出ない2

ノットでは対地速度はマイナス。

1時間で1マイルしか進んでいな

い。あきらめよう。

ついに，巡視艇に引航を依頼。

6月10B09時

10時
（
）

その後，3時間程で再び風に恵まれセイリン

グ開始。

途中スピンを揚げた時，丁度撮影禁止区域に

あたる。軍事施設があるようだ。

14時 良い風に惠まれ予定より早く南通

市・狼山港に入港桟橋に横付け。

太鼓ドラの音に迎えられ熱烈歓迎を

受ける。

歓迎横断幕もある。「熱烈歓迎日

本帆船VIND7抵通」

17時本日の予定を消化，土手が見えるだ

けの河のほとりで巡視艇に接舷。巡

視艇にはシャワーを借りたり，水を

もらったり世話になりっぱなしであ

る。

明け方3時，またオールハンズ，一

昨日と一緒，流れが変わった時であ

る。

6月11日天気良し，本日も追風，申し分なし。風良

すぎてリーフ，スピンはやめ，予定どおりの

航程が消化できれば良い。デッドランが多く

ジャイブを繰返す。16時，予定の航程を消化，

本日は本流から水路へ入り停泊。流れもすこ

しは弱そうである。土手の向こうに畑が見え

る。子供連れのお婆さんがクワを入れている。

港以外の所で人を見るのは初めてである。風

もおさまり今夜は起こされないで済みそう。

私のワッチは，02時～04時一番つらい時間で

ある。停泊した水路は，北京へ通じる水路の

分流である。ここからだと北京まで約1000

kmもある。気が遠くなってしまう。我々外

国船は，規則で夜航海できないが，荷船が夜

もよく航行している。

検疫，入国手続きを終え，さっそくスクリュ

ウの点検。

こんなこともあろうかとダイバー用品を用意

してきた。

山城さんが潜る。河は泥水。流れもある。苦

労したが視界悪く(10cm)点検不能。手探

りでわかったことは、網、ロープ等が付着し

ていないことだけであった。

スクリュウ，ブラケット，シャフトの損傷は

手探り程度ではわからない。

上架も考えたが良い施設がなくあきらめる。

最悪の場合（無風）は巡視艇に引航してもら

うこととする。

夜は歓迎夕食会を開催していただく。シャ

ワーも浴びて居心地がつく。

その後，巡視船を訪問し乗組員と友好を深め

る。

片言の英語，中国語，筆談でなんとか意思は

つうじあう。

夜は警備員が付く。我々のワッチ無しゆっく

り寝る。

へ

6月12日水路からでるとすぐ撮影禁止、河口から初

の横断送電線を通過するが，ノーピクチャー

……一見、そんな大事な施設があるようには

見えない。

(7）
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本日も風良し、でも天気は下り坂、明後日の

南京入りまでに天気が回復してほしい。今晩

は巡視艇から夕食の招待をうけている，楽し

み。

鎮江沖を通過、金山寺がよく見える。

15時には予定の航程を消化、停泊する。停泊

場所は、支流なのだが非常に強い流れ5ノッ

ト近い。岸から50m程だが深さ20mもある。

土手の向こうに人家が見える。17時頃勤労者

の通勤船が土手（桟橋無し）に着き沢山の人

を降ろしている。

18時、巡視船のサロンで夕食会がはじまる。

驚いた！中国料理が盛りたくさん。船の上で

もこんな料理ができるのか！うらやましい。

我々の食事は積載量に制限され一食一食が少

ない。シケの時は食欲も無くよいのだが、天

気が良いと食欲向上、長江に入ってからは波

少なく天気良<すこぶる快調。全員快食する

のでコック長は少なくなる食糧を気にしなが

ら献立を工夫する。大変な仕事である。

アヒル、鶏の丸焼き”･…等などテーブルとこ

ろせましと並んでいる。アルコールも入り英

語、中国語、筆談などしながら、日中友好は

夜の更けるのを忘れさせてくれる。

こんな日でもワッチ当番はある。今夜のワッ

チは、風無く、流れにまかすのみで静かであ

る。小雨まじりのためカッパを着用しワッチ

していると巡視艇のワッチがイスを用意し軒

を貸してくれる。大助かり。

6月13日朝から雨、明日さえ良ければと期待する。

天気は悪いが風は手頃、順調に帆走する。南

京に近いためか港が多い、我々ヨットが近づ

くと桟橋に人が出て手を振ってくれる。こち

らも負けじとばかりに大きく手を振る。

途中､オイルタンク群や火力発電所もあった。

いよいよ最終の南京が近いのだ。今日の停泊

場所は支流である。流れもゆるやかでありが

たい。南京まで15マイルの地点、予定の航程

を消化し停泊。

最後の夜、昨日のお礼を兼ねて我々が彼等を

招待する。ヨットでは料理の接待は無理、ア

ルコール等の接待とし夕食は各自とってから

巡視艇のサロンへ集合。昨日、中国側は代表

者7人のみであったが今晩は全員集合をお願

いし、お礼の帽子を渡す。ウイスキー、ワイ

ン等で乾杯につぐ乾杯。楽しい一晩をすごし

た。

6月14B7時起床､素晴らしい晴天が広がっている。

「うれしい！」

(8）
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でもこの晴天も束の間、朝食後の8時には

曇ってくる。

9時半出発、適速な追風である。

長江口から延べ50時間このうち引航しても

らったのはたった5時間程度。友情の風は常

にくピンド7〉の遡江を応援素晴らしいセー

リングをう°レゼントしてくれた。このまま南

京長江大橋を通過，スピンを展開し南京で

待っている皆さんに素晴らしいセーリングを

披露したいものである。

10時10分長江大橋を遙かに見ることができ

る。嬉しいオールハンズである。近くでドー

ンと鈍い音カミ響く。砕石か、砲弾かよくわか

らない。

11時30分このまま行けば12時丁度が長江大

橋通過の記念すべき時間と思いきや、待機指

示がでる。1時間程帆を降ろし、巡視艇に接

舷。

12時50分いよいよ大橋に向かう。上を見上

げると余裕を感じられない。真近に迫ってく

る。「よし！」「いける！」「だいじょうぶ！」

13時10分大橋通過､ただちにセールアップ、

でもスピンアップのOKがでない。パイロッ

トが考えている。クルーがスピンをセットし

待っている。カラフルなセールをあげたい。

ようやく意思が通じOKサインでも時間は

少ない。15分でスピンダウンただちに南京港

桟橋に向かう。桟橋には多くの人が出迎えに

きている。久野会長、伊藤団長、他に復路の

メンバーもいる。「やっと来た！」「うれし

い！」感激に心が高ぶる。接舷完了、山下コッ

ク長がとっておきの冷たいビールを開けてく

れる。「乾杯1万歳！」「おめでとうございま

す」

「一帆風順」

「友情の風に乗ってくビンド7〉はやってき

ました」

「ありがとうごさいます』

タ巴

へ
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一一一一一琴全日本選手権レース実施要項(案）

1．主催：日本ミニトン協会

2．主管：日本ミニトン協会関東支部

3．後援：㈱葉山マリーナ

4．適用規則

本大会は,NORC外洋レース規則（但し第4条は

除外し，本実施要項の6を適用する）および大会帆走

指示書を適用する。

5．レース日程

10月2日(金)～7日（水）

艇の搬入（但し，4日(日)の陸上から搬入

及び6日㈹は定休日の為不可）

10月7日(水)13:00～16:00インスペクシヨン

16:00～17:00

最終申告（レース本部）

17:00～18:00

艇長会議（キヤプテンズルーム）

10月8日(木)09：00～

第1レース

オリンピック・コース

第1レース終了50分後第2レース

オリンピック・コース

10月9日㈱09:00～16:00

第3レース

ショート・ディスタンス・コース

10月10日出07:00～17:00

第4レース

ロング・ディスタンス・コース

10月11日旧)09:00~

第5レース

オリンピック・コース

14:00～表彰式

6．参加資格

レーサークラス

(a)NORCの登録艇もしくは会友艇で、艇長は会

員か会友であること。

(b)IORもしくはJOR17.4ft以下の有効なレー

ティングを有すること。

(c)ORC安全カテゴリー4,およびNORC設備

規定C以上の安全検査に合格していること。

クルーザークラス

(a)NORCの会友艇で，艇長は会員か会友である

こと。

（9）

(b)JORl74ft以下に相当するクルーザーレー

ティングを有し，かつ本レース委員会が参加を

承認した艇。

(c)JCI限沿に合格していること。

但し，本大会に限りレーサークラス・クルーザーク

ラス共に次の備品は追加する。

(a)ハーネス（乗員分）

(b)紅色パラシュートフレア×2

(c)自己点火燈×l

レーサークラス・クルーザークラス共に日本ミニト

ン協会の登録艇であること。

入会は,最終申告時に完了していなければならない。

入会金l艇につき5,000円

年会費〃2,400円

7．開催場所

㈱葉山マリーナ（神奈川県三浦郡葉山町堀内50-2

念0468-75-7485）をホームポートする相模湾（ハー

バーマスター渡会）

8．参加申込

申込先ヤマハ発動機㈱東京マリン企画室内ミニ

トン全日本実行委員会

〒105東京都港区東新橋1-1-2秀和新橋

ビル3F03-574-9617It)

締切日昭和62年9月30日（水）

申込方法申込用紙に参加料を添えて，申込先へ郵

送のこと。

参加料l艇につき30,000円

9．最終申告

日時昭和62年10月7日(水)16:00～17:00

申告先葉山マリーナ内に設置するレース本部

必要書類(a)乗員エントリーリスト

と現金（所定の申告害に限る）

(b)レーティング証書コピー

(c)安全検査証および備品リストコピー

（以上レーサークラス)，船検手帳コ

ピー（以上クルーザークラス）

(d)乗員参加料エントリーl艇につき

10,000円（但し，レース中乗員の弁当

4食分を含む）

10.艇長会議

日時昭和62年10月7日(水)17:00~

場所葉山マリーナキャプテンズルーム
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11.出艇申告

日時昭和62年10月8日(*jO8:00~

申告先葉山マリーナ内に設置するレース本部

必要書類(a)乗員氏名

12.得点方法

修正時間システム(TCF)を採用し,16.5{t以下

の艇は16.5ftとする。

得点は1位"…･エントリー数十％点

2位…･・－1点

3位･”…－2点

順次マイナス1点ずつ加点する。

DNS,DNF､RET･…･･1点

DNC､DSQ･…………0点

得点に対する係数

オリンピック・コースレース．．…………････・×1.0

ショート・ディスタンス・コース・レース．.…×1.5

ロング･デイスタンス・コース・レース…･…・×2．0

13．レースコース

ー~～～

姥
ィ葱､､、
、

N

14.失格に代わる罰則

オリンピック・コース・レースは,IYRR付則31

720度の回転の罰則，ショート及びロング・デイスタ

ンス・コース・レースは,IYRR付則3.2パーセンテー

ジの罰則を適用する。又，Ⅵ章以外の規則違反に対し

ては，失格又は，パーセンテージの罰則を適用するこ

とがある。パーセンテージは，エントリー艇数の10％

以上，順位はすくなくとも1以上さげるものとする。

15.賞

レーサークラス1位MINITONCUP

石原慎太郎杯

TOYOTACUP

2～3位トロフィー

プロダクショントロフィー

グランプリ艇

クルーザークラスl～3位トロフィー

16.艇の搬入及び保管

艇の搬入は10月2日(金)より受付け，諸費用は次の通

りとし，各自払いとする。尚,事前にハーバーマスター

に連絡のこと。（定休日火曜）

(a)係留料1日につき

(b)陸上預かり料〃

(c)上下架料1回につき

(d)マスト立て，倒し〃

17.オープニングパーティー

主催日本ミニトン協会

日時昭和62年10月7日(水)18:30~

場所葉山マリーナ(う。ラザ3Fエメラルドルーム）

会費1名につき3,000円

(1艇2名以上参加願います）

服装ブレザー着用のこと

18.ウエルカムパーティー

主催葉山マリーナヨットクラブ

日時昭和62年10月10日出トップ艇入港後～

場所葉山マリーナ（キャプテンズルーム前）

費用無料

服装自由

19.その他

NORC外洋レース規則第5条5の規定は，全レー

スを取消した場合のみ適用する。

本大会は，参加申込艇数が5艇未満の場合はレース

を行わない。

20.宿泊

各自で手配すること

参考ホテル・シーサイドハヤマ0468-75-7921

逗子なぎさホテル0468-71-4260

民宿・与兵衛丸0468-75-3180

21.交通

JR横須賀線“逗子”駅よりバス（葉山一色行）で

約15分“アブヅル”下車，徒歩2分

22.問い合せ先

ミニトン全日本実行委員会担当神戸

〒105東京都港区東新橋1-1-2秀和新橋ビル3F

ヤマハ発動機㈱東京マリン企画宰内

03-574-9617㈹

(10）
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5な

，Ⅷ
85年の前回とは比較にならないほど，今回は風に恵

まれたようである。コースのなかばで，クラスAの艇

は従来のデイズラン記録304浬を大巾に塗り替えた。

所要時間の新記録も10年ぶりで樹立されるかと期待さ

れたが，ハワイ諸島に近づくにつれて風はやや落ち，

新記録にはわずか1時間弱，及ばなかった。それでも

ファーストホーム艇は史上第2位の,8,12:00'40"の

快記録だった。

L竿礎 '』

勺●奇も¥'[ず蹄象需‘甥
↓､

恥禽笥

拶
･｡鴬、職

：静

鎚冬モf過由軒､ﾖ匙L'

路F

日本から参加した，〈摩利支天〉は，所要時間9,19

:05'36",修正8,09:40'50''でクラスB14艇の中で5

位，フリートは参加艇中23位。〈ロシナンテ〉は，所

要時間11,13:48'20",修正8,16:25'20"でクラスC

15艇の中で7位，フリート順位は34位。

なお83年からチャレンジを続けているく摩利支天〉

は，83年のクラスC2位入賞に続き，今回，外国艇参

加部門で1位を獲得した。

篭。

アメリカズカップ前に集合のく摩

利支天〉全メンバー。クルーが手

にするのは外国艇参加部門第1位

の楯。トロフィーディナーにて。

フィニッシュ直後，12日ぶりの大地を踏んで，よろこびの乾杯をあげる，〈ロシナンテ〉のクルー。

(11)
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第28回パールレースによせて
レース委員長加藤蔵男

の艇が多数あります。事務処理に因りました。次回よ

り，オーナー,スキッパーに完全な書類を準備してレー

スに臨まれる様，希望します。

②艇長会議について

例年，本部と会議室とが同じ旅館でしたが，今年は

遠かったので，皆さんに御迷惑をかけたと思います。

来年は皆さんに便利な場所を考えて設定したいと思い

ます。

③スタートについて

台風一過のNWの適当な風となり，全艇スピンラ

ンにて絵になる（写真になる）報道関係の喜ぶスター

トになりました。問題になる様なトラブルも無った様

です。漁船の見送り，花火も，大変よかったです。

第29回（来年）は，もっと沢山の出艇を期待して，

安全で思い出に残る楽しいレースになる様,望みます。

台風情報に一喜一憂し，一時は紀伊半島上陸鳥羽

直撃と悪い予感がしたのですが，我々レース仲間に気

がねしてか，中心気圧が衰弱し，レース当日は絶好の

スピンラン日和となりやれやれの思いでした。全艇沖

出し，岸なめグループ°と別れ，あれよ，あれよという

間に水平線の霧の中に消えて行きました。この調子な

らパールレースのタイム新記録が出るのではと期待し

ながら，レーススタートラインを撤収して，レース

本部の朝雲館下までセーリングを楽しみました。

（レース艇とは反対にクロス，クロスの連続で）

パールレース始って以来の最高エントリーと楽しみ

にしておりましたが，台風情報に禍され参加艇が少な

かったのが残念です。

①出艇申告について

事前のレース案内にくれぐれも必要書類完備の上，

申告される様，念を押してあったのですが，書類不備
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石原裕次郎ﾒﾓﾘｱﾙ…霧露癖”－

一雨”画””画””1浬唐一 一喬動””””画面”

トレース開催のお知らせ

1彦』"一一

"戸頑画"”ヨツ ､一言､､””””極極”1ﾝ"F
湘南の海に裕次郎さんを偲んで

ヨットマンが集います

海を愛し，ヨットを愛した，石原裕次郎さん。
我々の偉大な先輩であり仲間であった裕次郎さん。
石原さんは，我々にとって，とてつもない大きい存在でありました。
石原さんほど，湘南の海を愛し，ヨットを愛した人はいません。
石原裕次郎という存在に，我々は大いなる連帯を感じていたといっても過言では
ありません。

日本ではじめて開催されたクオータートンヨット世界選手権大会における強力な
リーダーシップ，伊豆の島を回る外洋レース，アドミラルズカップレースをはじ
めとする数々の国際ヨットレースにおける勇姿などなど，石原さんへの思い出は
つきることがありません。

石原さんが亡くなって半月がたちます。

日本外洋帆走協会（会長石原慎太郎）では，これ

まで石原裕次郎さんに世話になったヨットマン達が発

起人になり，来たる8月30B(R)石原裕次郎さん追悼の

メモリアルヨットレースを開催することを決定しま

した。

湘南のヨットマンに広く声をかけ皆で裕次郎さんゆ

かりの海を帆走り追悼の意を表したいと思います。

当日は，多くの外洋ヨットが弔意を表わす黒リボン

を艇尾にかかげ，油壺沖に集結,10時の時報を合図に

スタート，裕次郎さんが青春を過した葉山の海に向っ

てヨットレースを展開します。レースのコースは油壺

→江の島沖マーク→葉山沖フィニッシュを予定してい

ます。

当会会長石原慎太郎がオーナースキッパーをつと

めるくコンテッサ8世〉（42フィート）は裕次郎さん

とともにレースを戦ってきたコンテッサ軍団の名だた

るクルーが乗り組みこのレースに参加します。レース

優勝艇には石原裕次郎カップ。が贈られます。

日本外洋帆走協会では，このレースを今後同じ時期

にメモリアルレースとして定例開催していく方針で

す。

日本の外洋ヨット界では個人の名前を冠したメモリ

アルレース自体初めてのことで，石原裕次郎さんの存

在がいかに大きかったかがうかがえます。

(17）

レースフイニッシュ後，参加艇は13時頃葉山森戸海

岸沖に集合し，〈コンテッサ8世〉の前を一列に並び

帆走行進します。コンテッサ船上から石原慎太郎艇長

が石原裕次郎さんの遺影を海に捧げる追悼の式もおこ

なわれます。〈コンテッサ8世〉前を通過するヨット

から弔意の号笛が長く鳴りひびきます。

海上追悼式のあと参加艇は母港に戻り,18時より油

壺湾に隣接するシーポニアヨットハーバーのプールサ

イドにて参加者全員出席の追悼会を開催します（司

会・進行役はヨットマンとして著名なNHKニュース

キャスター木村太郎さんがつとめます)。この追悼会

は石原裕次郎さんにふさわしく，楽しく，にぎやかに，

酒をのみかわし，石原さんの思い出を語り合う場にし

ます。

石原プロモーションのメンバーの方々をはじめ，裕

次郎さんと親しかった海と縁の深い俳優，タレントの

方々が大勢様お見えになる予定になっております。

秋近い油壺，遠方ではごさいますが，ご取材賜わり

ますようご案内申し上げます。

催事名：「石原裕次郎メモリアルヨツトレース

＆追悼会」

主催：社団法人日本外洋帆走協会(NO

RC.)

実行委員長：清水栄太郎(NORC専務理事）
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帆走委員長：福吉信雄

同副委員長：宮坂敬二

スケジュール：8月30日(H)

10:00油壺沖スタート

12:30頃葉山沖フイニッシュ

13:00頃葉山沖にて海上追悼式

18:00追悼会

（シーボニアヨット

ハーバープールサイド）

20：00終了

ご取材の{虹[：レースおよびくコンテッサ8世〉海

上追悼式取材のためのプレスボートを

用意いたします。乗船ご希望社は準備

の都合がごさいますので8月20日(木)ま

でに下記あて乗船人数様などご連絡下

さい。

事前申込みの無い場合は乗船不可と

なりますので，ご承知置き下さい。

陸上広報本部：当日はシーポニアヨットハーバー内

に報道受付を設置いたしますので，お

立寄り下さい。（09：30～20:00)

●シーポニアヨットハーバー

神奈川県三浦市三|崎町小網代1286

TELO468(82)1212(1f)

事前プレスポート受付およびお問い合わせ窓口

日本外洋帆走協会

関東支部広報委員長浅野英武

勤務先TEL(403)0281(1f)

（479)3873(直）

FAX(403)0289

日本外洋帆走協会

TEL(504)1911(It)

●●O●●●●●●●●●●●00●●0●●①●●O●0000●ひ●●●●●ひbbb●

MMAHAOSAKAC(P'87

公式言己録集

メルボルンー大阪。初めての太平洋縦断ダブルハンドヨットレース。エントリー

数90艇，出場艇64．世界最大規模のヨットのすべてを記録した豪華写真集です。

A4判266頁オールカラー9,800円

◎公式記録集の内容

◇レースの劇的シーンを残さず記録します。

◇参加艇のすべてを紹介。

◇アルゴスシステムのデータによるていねいなレース解説。

◇参加艇全艇の航跡と所要時間が一目でわかる表示。

◇レースに関するあらゆる数字を記録(YOCギネス)。

◇オフイシヤルサフ．ライ，支援団体等レースにたずさわった機関と人を記録。

◇レースの主催者による初めての公式記録集です。◇本書は日英両訳です。

◇NORCの会員の方には特別割引があります。

監修/NORC著者/YOC'87推進協議会

角川書店’87年9月刊行

申し込み先／バラエティブッククラブ

〒102束京都千代出区富士見l-12-14aO3(234)5441～3

(18)
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キモトジャパンカップ1987へのお誘い
、

、

、

開催期日ORC3NORCBオーフ°ンレースはJORも可

9月1lB(金）インスペクション参加費

12日(土）第1レース10:00歓迎パーティクラスI…7万円クラス1･･･5万Iリ

13日('1）第二レース10:00クラスⅢ…5万円クラスⅥ･･･4万円

14B(月）第三レース10:00クラスV…3万円オープンレースは各1万円

ショートオフショアオーフ°ンレースエントリー締切日･･･…9月4日(金)17:00NORC

18日（金）予備日説明会･…･8月22B(1)16:00～18:00

19日仕）第四レース10:00親睦パーティ参加，非参加に関わらず御気軽に御参加下

20B(11)第五レース10:00さい。

ロングオフショアオープンレース同会場……銀座ミキモト6階

参加資格

I.OR21ft以上70ft以下詳細はNORC事務局迄問合せ下さい
ひらひ●①ひらbひ、00①己①①●●0000bbひ①●ひひ●りひ●●●①bO●①●●

お帰りなさ＆

世界一周おめでとう.／6年9ヵ月ぶりですね。

1980年10月10B,唐泊（博多湾内）を出港したのも昨

日の様な気がします｡｢岸壁のオッカサン｣や,あんちゃ

ん達は待ちくたびれてましたぞ。メキシコのカンクン

からの年賀状と，ガラパゴスからの絵葉書ありがとう。

どちらも珍らしい切手で早速収集家の友人にあげまし

たら，すっごく喜んでいました。彼女はく貿易風〉が

通った国々全部の切手を持っている訳で，収集家とし

てのその喜びおわかり頂けると思います。改めてたく

さんの切手送って下さってダンケシェーン…じゃな

かった，グラツイエですね。

福岡のヨットで世界一周したのは，北九州市の大平

雄三・さちこ御夫妻のくさちかぜ>(1975年-1977年）

以来です。全国で何艇になりますか？つまりぐるっ

と地球をまわったヨットです。チョウチョウ魚を探し

に行って，プッチーニの国から蝶々夫人を連れて帰国

するなんて，ちょっとしたら「あんた，落研出身か

な？」。子分のイナビカリ（稲光良寛氏）とイワテケ

ン（浅見健氏）が一緒でなかったのは残念ですが，

まあ，ヨカデスタイ。長い長い六年間いろいろあった

でしょう。無理もない事，何も聞きますまい。とにか

く，とにかくですよ，地球を一周して無事帰国した…

それで充分です。素晴らしいです。ゲーテさんがおっ

しゃっているじゃないですか？

「人生はすべて次の二つから成り立っている。

したいけれど出来ない，

出来るけれどしたくない｡」

私達の支援グループは出港後三年目の11月に解散

し，その後はお友達の後藤啓三氏グループにバトン

、<貿易風〉.’
玄海支部片倉静江

タッチしました。博多入港前，いろいろな準備に走り

まわっていましたが,いい友達に恵まれて幸せですね。

そちらが世界一周している間，私はたった110マイ

ルの朝鮮海峡を4往復，狭い玄界灘をウロチョロ，烏

羽までくジグザグ〉を回航したり佐世保レースに出場

したり…。マイルを加算し，一寸おまけをつけてもわ

ずか2000マイルです。世界一周とは言いませんが，せ

めて南太平洋あたり迄は行ってみたいですね。

「日本の住所がわからないので渡して下さい」と，

去年の二月頃でしたかヨハネスブルグのヨットマン，

ビーム御夫妻から八つ切りの写真を頂きました。エジ

プトのウルガーダカと裏面にありましたので,1983年

5月になります。「まだ帰国しておりません。多分今

頃はパナマでしょう」と伝えましたらすぐ返事がきて

「てっきり帰国しているものと思いました。まだパナ

マ？」とびっくりしていましたつけ。

会社の個人ロッカーに預かっていた200枚余りのス

ライド類，たしかに後藤氏宅へ送り届けました。スラ

イドをアルバムに整理しながら見せて頂きましたがた

め息が出る様な美しさですね。じっと見つめていると，

画中の小さな魚がチラシとこちらを見た様な気がする

位透明で美しい海ばかりですね。

唐泊入港の写真が間に合わず残念です。そのうちに

楽しいお話，恐ろしかったお話等聞かせて下さい。6

年9ヵ月かかるって？気にしない､気にしない｡たっ

た6年、あっという間に過ぎたじゃないですか？

ゆっくりお休み下さい。そして日本語ももう一度ブ

ラッシュアップした方がいいですよ。

(19)
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NORC協会ニュース虫児虫児或鬼或鬼或鬼或魁或魁或鬼域鬼或鰹或鬼

第102回理事会議事録

域鬼凶鬼或鬼或鬼以鬼以鬼虫児虫児或鬼観鬼観鬼域鬼虫児社団法人日本外洋帆走協会

1．日時昭和62年6月13日出14:00～17:30

2．場所東京都港区虎ノ門1-15-16

船舶振興ビル10F第1会議室

3．出席者32名（うち理事26名）

理事（出席17名）

石原慎太郎・大儀見薫・清水栄太郎・久保和男・朝

河清・清田博・児玉萬平・篠原要・林賢之

助・宮坂敬三・柴田邦敏・都築勝利・矢野敏邦・三

井祥功・松本哲・山田東吾・末松明

（委任状9名）

秋田博正・石井正行・今岡又彦・山崎達光・林政

幸・川端治夫・秋山福夫・平岡英信・城間祥行

理事以外（6名）

（顧問会議長）平松栄一

（北海道支部長）船木幹也

（泊地対策委員長）平野喜美夫

（西内海支部）金井準一

（関東支部）木村太郎

（事務局長）歌田道敬

4．議題

(1)アメリカズ・カップチャレンジの推移について

(2)ニッポンカップ国際ヨットマッチレースについて

(3)JYA(日本ヨット協会）の大型艇問題について

(4)メルボルン・大阪ダブルハンドヨットレース報告

(5)支部長専門委員長報告

(6)その他

5．議事

14：00清水専務の司会により開会，久保常務理事

から出席理事26名で理事30名の過半数である旨の報告

があり，本理事会の成立を確認，石原会長が議長とな

り，議事録署名人に朝河，宮坂両理事を指名し，議事

に入った。

最初に，石原議長から，1時間30分ぐらいしたら退

席しなくてはならないが，最後の議題(6)のなかに，私

から提案したい問題が2件ある。その一つは，クラブ

ハウスの件で，先日，三浦市長と会った際三崎警察

署の跡地をNORCのクラブハウスとして提供しても

よいという話になったので積極的に進めさせてもらい

たい。もう一つは，ベンガルベイヨットクラブをフラ

ンチャイズとしてアメリカズカップに名のりをあげて

(20）

いる慶屋の小林氏から話しがあり，アメリカズカッブ

の，オーシャンレースを行っているクラブという資格

についてのコミュニケーションのために,NORCの

レースに冠という形で協力したいと云ってきているの

で，技術的な問題もあり，討論願いたいと発言があり，

議題(6)で審議することとなった。

議題(1)について

大儀見副会長から，アメリカズカップチャレンジに

ついては，第98回理事会の決定により,NORCがチャ

レンジクラブという形で，特別委員会を発足させ山崎

氏とヤマハを中核としたシンジケートを組織し，事業

の責任はシンジケートがとるということで進んできた

が，進捗状況はスムースに行われており，オフイシヤ

ルスポンサーも現在11社を数えなお進行中である。ま

た，チャレンジ委員会会長山崎氏から，同委員会の舵

取的機能として実行委員会を設置することになった

が,NORCの代表として大儀見副会長に委員として

就任していただきたい旨の依頼がきている等の報告が

資料にもとづいて行われた。

石原議長から大儀見副会長のニッポンチャレンジア

メリカ杯1991委員会実行委員会委員就任について賛否

が問われ，これを了承議決した。石原議長からチャレ

ンジ委員会の進捗状況は以上のとおりである。委員会

からNORCに対する連絡がスムースであったとは云

えないが，今後良くなると思うし，成功を見守ってゆ

きたい旨の発言があった。

さらに，石原議長から，アメリカズカップチャレン

ジには，日本から2チームが参加することになった。

山崎氏の方は,NORCと直接係り合いを持ったうえ

で，また小林氏の方はベンガルベイヨットクラブ

(BBYC)をフランチャイズとしてである。NORC

はナショナルオーソリティとして，2チームに均等の

協力をしてゆくこととしたい旨の提案があり，慎重に

討論した結果,NORCは第98回理事会の決定どおり，

チャレンジクラブとして山崎氏のシンジケートチャレ

ンジ委員会の成功に協力する。また，社団法人として

両チームに対し，基本的に要請があれば，協力するこ

とが決定された。

議題(2)について

木村氏から，資料にもとづき，本年11月12日から同

へ
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15日までの間，葉山～逗子沖において開催されるニッ

ポンカッフ°国際ヨットマッチレースについて，概略次

の説明があった。

6月12日第1回組織委員会を開催し，次のことを確

認し，整理した。葉山マリーナにレース本部を設置し

各委員会を設け具体的準備に入る。外国からの招待6

チームに対する国内2チームのうちlチームは葉山マ

リーナヨットクラブからのエントリーとし，残るl

チームについては,NORCからの推せんを受けての

エントリーとしたいが，例えば予選を行うとすれば，

本レースに使用する8艇を使用して○ア杯挑戦ニッ

ポンチャレンジチーム○ア杯挑戦ベンガルベイチー

ム○NORC各支部推せんの6チームによりレース

を行いたい。

今後の連絡については,NORC側窓口は総務委員

会とすること及び木村氏がやり易いように協力するこ

とを決定した。

議題(3)について

清水專務から，大型艇問題に関する経緯について，

資料にもとづき，大要次の説明があった。昭和53年

JYAが文部省及び運輸省の共管法人となるに当って，
NORCとの対象艇に関するいわゆる「線引き」問題

について運輸省からの指導を受け,NORCは全長5

メートル以上の大型艇であって，外洋航海の堪航性を

有するもの,JYAはそれ以外の艇という覚書案を示

され，両協会で重ねて審議してもらいたいという説明

があった。その後両協会は，全日本ヨット連絡協議会

を設け，諸問題についての話し合い解決の場としてき

た。ところが今回JYAの機関紙に「JYAは，ディン

ギークラスだけの協会でなく，セールボードから12

メータークラスまで統括する団体であることを認識し

て，大型艇問題に対処する」旨の記事が掲載され，ま

た，広島地方で，大型艇の管轄に関する問題が発生し

ている。6月3日運輸省に説明した際前記の運輸省

の意向は変ってないことを確認した。

西内海支部金井氏から，広島県において，県ヨット

連盟がすべてのヨットの登録業務を行う（セールナン

バーを交付する）と云っており,NORCに関心を示

すヨットマンに動揺の色が見えている。大型艇のセー

ルナンバーはNORCが交付するということを実務で

も確認したい。と発言があり，（石原議長退席，大儀

見副会長議長となる。）清水専務，児玉理事から登録

問題は,総務委員会で検討中であるが,NORCの組織
ポリシーの根幹にふれる問題で慎重に検討しなくては

ならない。登録（セール番号）安全基準，船舶職員法

等，行政がらみの問題は社団法人として，レース等の
問題は，クラブとして，当協会の二面性を考慮し組織

の改正を検討すべきと思料される。等の発言，提案が

あり，種々 討議した結果，全日本ヨット連絡協議会を
早急に開催し，大型艇問題について必要ならJYAに

文書を出すこととする。広島問題については，総務委

員会と西内海支部とで対処し，解決方法を見出だす。

組織の問題については，組織問題検討委員会を設けて

検討する。委員会の構成，委員の数等については，清

水専務に一任する。等を決定した。

議題(4)について

松木理事から，資料にもとづき，申込害送付数97艇，

スタートした艇64,完走艇46,リタイヤ艇17,失格艇

1で,1艇が転覆沈没行方不明1名の事故があったが，

レースが終了したこと，及び大阪市は4年後に第2回

レースを行なうことを言明した旨の報告があった。

議題(5)について

イ支部長報告

①三井近畿北陸支部長から5月24日に行なわれた，

サムタイムレースについて，資料にもとづき報告が

あった。

②船木北海道支部長から日本海レースについて大要

次の報告があった。

○I.0.Rとクルーザーレーテイングの2本建てで

実施する予定であるが，ソ連がクルーザーレーティ

ングに難色を示している。そのため猿渡氏が訪ソ中

である。

○現在の参加艇は，ソ連7，東独，ポーランド，ブ

ルガリア各1,その他中国，デンマーク，オースト

ラリア，フランス等，日本は5隻であるが，ソ連艇

に対抗できる艇が3隻く．らい参加するよう，各支部

にお願いしたい。

③都築（東海支部）理事から，鳥羽レースの冠スポ
ンサーについて質問があり清水専務から鳥羽レース

には冠スポンサーはつけない旨の説明と，さらに，

スポンサー問題については慎重に扱う必要がある。

第101回理事会(62.2.21)において予算説明の際

各支部が,レースのスポンサーを新しくとるときは，

本部に連絡していただきたいとの方針をこの際再確

認したい旨の発言があった。

ロ委員会報告

①宮坂帆走委員長から来年の沖縄レース及び小笠原

特別レースに関するアンケートをとり，詳細につい

ては実行委員会を発足させて詰めてゆきたい旨の提

案があり，承認された。

②平野泊地対策委員長から，「小型船舶流通・利用
基地システム調査研究計画（うみねこ計画)」に協

力する件の説明があり，さらに，真鶴町マリーナ計

画に関し,NORCに調査研究の協力依頼の提案が
あった。

この協力については,計画内容を検討確認した後，

審議することとなった。

③林計測委員長からIMSについて，マシーン計測
をして計測書類を発行する体制をとりたい。コン

ピューター化が進んでいるので他委員会と兼ねて専

任のオペレーターを要望する旨の発言があり，大儀
見議長から,ORCからIMS推進委員の任命要請

(21）
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が来ている旨の発言があり，林計測委員長がIMS

推進委員として承認された。

また，林計測委員から本年11月のメジャーラーコ

ンファレンスには，計測委員の高橋氏を予定してい

る旨報告された。

議題(6)について

イ新入会員承認

清水専務から，5月30日までの新入会員271名の入

会について資料にもとづき報告があり，全員入会が承

認された。

ロクラブハウスについて

大儀見議長から,石原会長提案の警察署跡地の件は，

立地条件が適地であるし，市長の意向も非常に協力的

であるので，前向きに具体的な事項を詰めてゆきたい

との提案があり，承認された。

ハ「全国プレジャーボート泊地総覧」について

清水専務から舵社企画の「全国プレジャーボート泊

地総覧」について，資料にもとづき説明があり，この

企画にNORCとして協力したい旨の発言があった。

他に質疑意見はなく，以上で全議案を議了し,17:30

第102回理事会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを証明し,記名押EIJする。

昭和62年6月13日

議長石原慎太郎
〃 大儀見童

署名人朝河清

〃 宮坂敬三

obbbObbOb●、りむりひbbひ●CD00●●be●●●①、ひひ0bbbbOb●

海技免状の「更新」のご案内
昭和62年4月30日から海技免状の有効期間の更新制度がスタートしました。

1趣旨

○更新制度は，既に海技免状を取得しておられる

方々に対して，5年毎に身体適性及び知識・技能の

再確認を行うことによって，より一層船舶の航行の

安全を図ろうとするもので国際条約に基づいていま

す。

○現に交付を受けている海技免状の有効期間は5年

で，更新を受けずに有効期間が満了したときは，免

状が失効し，その免状では引き続き船舶に乗り組む
ことができなくなります。

○海技免状は，自動車の運転免許とは異なり，免状

が失効した場合でも免許そのものは終身有効（昭和

49年5月25日以前に取得又は試験に合格した旧小型

船舶操縦士の免許を除きます｡）となっていますの

で，免状の再交付を受けることができますが，再交

付の手続きは大変繁雑になりますので忘れずに更新
を受けてください。

2更新の要件

○更新に当たっては，

第一に，一定の身体適性基準を満たしていること

第二に，次の要件のうち，いずれかひとつを満たし
ていることが必要です。

(1)指定講習機関の行う講習を修了していること。

(2)必要な乗船履歴を有していること。

(3)上の乗船履歴を有している者と同等以上の知識及

び経験を有していると地方運輸局長が認める職務

に一定期間以上従事していたこと。

（同等業務経験の認定）

(22）

3身体検査について

○身体検査基準を満たしていることの認定のため，

あらかじめ一般の医療機関の医師（歯科医師は除き

ます｡）の検査を受けるか，講習の際に指定講習期

間の身体検査員による検査を受け，身体検査証明書

を取得することが必要です。地方運輸局や海運支局

では身体検査を行いませんので注意してください。

（地方運輸局長又は小型船舶操従士の指定試験機関

（㈱日本モーターボート協会）が交付した有効な身

体検査甲種合格証明書又は身体検査乙種合格証明書

でも受け付けます。

○身体障害のある方はその他身体検査に関しご相談

がある方は，指定講習機関の「身体検査相談コー

ナー」にご連絡ください。

4更新講習について

○講習は，乗船履歴の証明や同等業務の認定に代

わって，確実に更新要件を満たす方法です。

○講習は，運輸大臣の指定する講習機関（指定講習

機関）が全国各地で開催する一時間程度のもので，

その際更新の要件となっている身体検査も併せて受

検することができます。（身体検査のみの受験はで
きません｡)

また，地方運輸局等への申請手続きも依頼すれば

指定講習機関で代行してくれます。

○講習の種類は，次のとおりでそれぞれ右欄に掲げ

る資格の海技免状を更新しようとする方法を対象に

して行われます。

へ

へ
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溝習の種類

l航海A講習

2航海B講習

3機関A講習

4機関B講習

5通信講習

6ﾉI､型船舶操縦士講習

資 料

一級海技士(航海)、二級海技士(航海)、

三級海技士(航海)、船橋当直三級海技士(航海）

四級海技士(航海)、五級海技士(航海）

六級海技士(航海)、

一級海技士(機関)、二級海技士(機関)、

三級海技士(機関)、機関当直三級海技士(機関)、

内燃機関二級海技士(機関)、

内燃機関三級海技士(機関)､、

四級海技士(機関)、五級海技士(機関)、

六級海技士(機関)、内燃機関四級海技士(機関)、

内燃機関五級海技士(機関)、

内燃機関六級海技士(機関)、

一級海技士(通信)、二級海技士(通信）

三級海技士(通信）

一級/1,型船舶操縦士、二級/I､型船舶操縦士、

三級ﾉ1,型船舶操縦士、四級ﾉ1,型船舶操縦士、

湖川小馬力四級小型船舶操縦士

○講習を受けて更新するときの手続きには，身体検

査を含め全体で半日程度必要です。時間に遅れない

ように，また海技免状その他必要な書類を忘れない

ようにして下さい。

○指定講習機関は，［参考]に掲げる六機関で，それ

ぞれの事務所の所在地では定期的に講習を開催して

います。また，各地で出張講習も行います。講習の

日時，場所等の詳細については，各指定講習機関に

お問い合わせ下さい。

○講習，身体検査の料金は，次のとおりです。

受講料 身体検査手数料 計

大型講習 3,400円 800円 4,200円

小型講習 3,100円 700円 3,800円

(注1）更新申請手続きを依頼したり、郵送による海

技免状の受領を希望するときは、この他に所

定の手数料が必要です。

(注2）身体検査手数料は、指定講習機関で身体検査

を受けるときのものです。

5乗船履歴について

乗船履歴は，海技免状の満了日以前5年以内に次

の期間以上船舶に乗り組んだ履歴をいい，申請者が

本当に船舶に乗船していたことが，船員手帳その他

の書類によってはっきりと証明されなければなりま

せん。

（証明方法は，大変複雑となっていますので，地方

運輸局，海運支局の窓口又は海事代理士におたず

ねください)。

海技士（航海）船長又は航海士として1年

海技士（機関）機関長又は機関士として1年

海技士（通信）通信長又は通信士として1月

小型船舶操縦士船長として1月

’

(23）

6同等業務経験の認定について

同等業務経験の認定は，海難審判庁審判官，水先

人等の特殊な業務に携わっている方のみに認められ

る制度です。

7更新の手続

(申請手続）

申請手続きは，本人又は海事代理士が行ってくだ

さい。

申請窓口の地方運輸局.海運支局(80ケ所）

北海道地方

北海遊連輸局（小樽)0134-23-4161

函館海運文ﾙjOI38-42-5732

室IMI〃0143-23-5001

苫'j､牧110144-32-590l

釧路〃0154-22-5161

根室〃01532-3-6417

留1W〃O1644-2-0554

稚内〃0162-23-5047

東北地方

東北運輸1m）（墹釜）022-363-1268

'1,名浜海運支吋0246.54-2311

釜ｲi〃0193-22-3806

寓il1"0193-62-3500

気仙淵〃0226-22-6906

石巻〃0225"95-1228

八戸〃Ol78-33-O718

青森〃017776-3070

秋田〃O188-45-0556

酒田〃0234-22-070O

関東地方

関東通輸肋（横浜）045-211-2454

束京海運支局03-471-9711

川崎〃O44-266-3878

横須倒〃O468-61-3983

三崎"O468-81-3521

干葉〃O472-41-6491

銚子〃O479-22-1247

鹿島〃02999-2-26O4

那珂湊〃02926-2-3513

新潟運輸局O25244-6111

中部地方

中部運輸局（名古屋）O52-661-9231

伏木榔述支局0766-44-1367

七尾〃0767-53-1120

清水｝！O543-52-O174

下田〃05582-2-0517

四日市！！0593-52-2883

烏羽〃0599-25-479O

近畿地方

近畿運輸局（大阪）06-572-5441

敦闘海運支局O7702-2-0003

舞鶴〃0773-75-0616

和歌山〃O734-22-0606

勝浦〃07355-2-0260

神戸海運監理部078-321-3141

姫路海運支局0792-34-2511

ｷI|′k〃07912-2-5113

中国地方(広』的)

!l1lIl運輸局082-251-5135

尾j世海運文IjO848-235235

1ﾉ〈Ⅲ#"08452-2-2298

水11〃08466-2-0625

111〃0823-22-2520"､

境〃O859-42-2169

松il：〃0852-21-4750

1;計〃O863-31-4266

水#ル〃0864-44-7750

徳111〃O834-210180

'蹄|j〃O836-21-1417

下関〃O832-66-7151

四国地方

|几llEl述輸局（i''1松）0878-21"5621

徳Kﾙ海運支局0886-22-7622

松山〃0899-51-0145

今論110898-233223

'i和,lfル’ノO895-22-0260

斬居浜〃O897-33-2255

商知〃0888-32-1175

九州地方

ルリ‘ﾄ|運輸局（北ﾉL州）093-332-8085

箭松海運支局093-751-8111

抑日"O93-436-0154

冊間！！092-281-4696

三池〃0944-52-5390

陵崎〃0958-22-0010

佐世保〃O956-31-6165

唐沌〃09557-2-3009

三if］〃0964-52-2033

大分’1O975-21-2010

祁久兇〃O9728-2-2274

柵!;ルリ！0982-52-3677

油祁ノ！0987-22-2018

鹿児島〃O992-22-5660

名徹〃O997-52-0756

奄美・沖縄地方

沖繩総合事務局0988-66-0031

寓占海運事務所09807-2-4775

八重山〃09808-2-4944
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(申請場所）③次のいずれかの書類

申請者の本籍，現住所には関係なく，全国各地の（ｱ)乗船履歴を有することを証明する書類（詳細につ

地方運輸局（沖縄総合事務局｡）又は海運支局（海いては地方運輸局，海運支局又は海事代理士に問

運事務所）（全国80か所）で受け付けています。い合わせください｡)

(申請期間）（ｲ)同等業務経験認定害

受け付けの期間は，海技免状の有効期間の満了日（ｳ)更新講習修了証明書

（免状の備考欄の有効期間起算日に5年を加えて算④手数料の納付害（収入印紙を貼って下さい｡）

出してください｡）以前一年以内となっています。⑤海技免状用写真票（長期乗船者又は複数免状受有

但し，この更新期間の全期間を通じて海外で船舶者で特例申請をする方のみ提出してください｡）

職員の業務に従事する方（長期乗船者）や複数の免⑥海技士（通信）の海状免状については以上のほか

状を持ち,そのひとつが更新期間に入っている方(複（ｲ)船舶局無線従事者証明書

数免状受有者）は，更新期間前であっても特例とし（ﾛ)申請日以前10年間の通信長又は通信士として船

て更新の申請をすることができるようになりまし舶に乗り組んだ履歴を証明する書類（履歴を証明で

た。（この場合，長期乗船者は，その要件に該当すきない場合は，更新講習を受ける必要があります｡）

ることの所属会社などの証明書が必要です｡）が必要です。

(提出書類）（以上の書類は，それぞれ様式が定められています。

申請するときは，海技免状に以下の書類を添えて特に更新申請害はマークシートに限られていますの

提出してください。で,更新講習を受講される方は指定講習機関の窓口で，

（ゴシック太字のものは，全員が必要です｡）それ以外の方は最寄りの海事関係図書取扱い書店等で

①更新申請害お求めください｡）

②身体検査証明書（身体検査甲種合格証明書，身体（更新申請手数料）

検査乙種合格証明書も可）更新しようとする海技免状1枚につき800円

本文は、（財)日本海技協会誌｢人と船｣第51号から、転載させていただきました。
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〔参考〕 指定講習機関一覧表

樹 称 {I 〃i・｜郵便番号’電話番号

(財）H本モーターボート

協会

本

北i雌j虹墾

束北事

新渦‘}f

l乳14(|lf
「1！部名

近畿’1斗

中IEI・搭

ljLlI［’’1f

ノし州‘慢

沖繩，If

来京部中央区銀座8-20-34

'｣､陣ilj色内1-9-1（松田ビル）

塩釜『ij北浜l-1-12

新潟市珈之内324（ユタカビル）。，
来京郁!|!央区銀座8-20-34

名占睡IIj中区平禾1｣1-23-16

大阪Iij港区築港2-8-33（海連ビル）

広ﾉi"!|j南区宇品海岸2-23-36（広脇海上ビル）
高松,ljﾒLの内10－1（大和生命ビル）

北ﾉLｸ‘|‘ljlj門司区港町6-2（九州ビル）

那鮒市前"j2-21-13(ふそうビル）

７
．
Ｊ此
皿
所
所
所
所
所
所
所
所
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来京
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０
０
０
０
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務
務
勝
勝
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梼
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携

(財）｛1本舳舳職員養成協会 本 部
北海辿文部

1判館海技専門'γ冒院
火北支部

堪釜海技i､￥門4γ:院

斬渦上部

斬渦海技もi門'､ｰ|塊

膜I束支部

横浜i母技!〃flI'γ置院

中部支部

名【'1．腿海技制‘'1学院

近畿文部
人阪獅技‘.W11'.r:|塊

神r－f文部

中llZl文部

境港獅技!､¥門'､y:院
|ﾉLllll文部

｜剤松獅技I那門‘γ:院
ノL州支部

｜$'1，i」抑技も[門'‘ﾆ院

1と崎榔技!‘￥門'､f:院

沖 繩支部

沖繩泌技'､iil'11’,；:腕

来京部T-代uI区麹町4-5（海事センタービル）
小樽｢|j色内1-2-18（通僧浜上.ル）
函館市広野町5-8

塩釜I1iLll山通り2-3-8
〃

斬渦Ili-lLl-嵐一の町6370
〃

東京都T-代田区麹町4-5（海事センターヒ．ル）
横浜市中区本牧ふ弧3

名古陛｢ij港区入船1－5－8
〃

大|坂『|j住之江区南港南2-1-51
〃

神戸'|j'|】央区海岸通3（海岸ビル）

広脇,lji制え字I鼎I海岸2-23-36（広jih海上ビル）
境港,|j昭fⅡ町I1-17

高松｢↑jイド日町1748-1
〃

北ﾉL州IWIi1！fj区''1門‘d2-4-ll
〃

隆崎I1j締Ii1本町185

ﾙ1;輔市irl3-1-8
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(財)尼進海技'7冨院 本
I;‐
ノ幸、

lJl1

1｣I

部

ﾄｩi‐

}りi・

Iﾘ「

尾道I1j栗城束2-18-43

広ll,'jII｣.!|'区八丁恥12-1(輔一鯉城ビル）
|尚山11J.jLノ内1-9-6（児I,','j溝漁村センター）

松江,l｣.八*|:屋町16
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第Ⅱ回ミニI、ン関西選手権
一 一

下記の予定で第一回ミニトン関西選手権大会を開催

したいと思います。皆様のふるっての参加をお待ち申

し上げます。

実施要項

1．主催：日本ミニトン協会琵琶湖支部

2．主管:NORC近畿北陸支部

3．後援：レークウエストヨットクラブ

ヤマハ発動機KK

マリンオフィスフジタ

Biwakoスモールヨットクラブ

4．開催場所：琵琶湖レークウエストヨットクラフﾞ

5．大会日程9月12出,13旧),15(JD

9月12日出

15:00－インスペクション

16:00－最終申告

17:00－艇長会議

18：00－ウエルカムパーティ

9月13日旧）

9：00－オリンピック第一レース

13:00－ショートデイスタンス

9月15B(火，祝）

9:00－オリンピック第二レース

12:30－オリンピック第三レース

17:30－表彰式

6．適用規則

NORC外洋レース規則（第二条,1981～84国際競

技規則(IORR)も含む）及び大会帆走指示書

7．参加資格

*NORCの登録艇，もしくは会友艇で艇長は会員

か会友であること。

:====＝=＝のお知らせ一

*198710RもしくはJOR17.4ft以下の有効な

レーテイングを有する艇。ただしプロダクション

部門については簡易レーテイング可。

*ORC安全カテゴリー4,及びNORC設備規定

C以上の安全検査に合格していること。

＊日本ミニトン協会会員であること｡(入会金5,000,

年会費2,400円）

8．クラス

クラスA(IORもしくはJOR17.4ft以下のレー

サータイプ。但し16.5ft以下のものは16.5ftとす

る｡）

クラスB(全長23ft以下,JOR16､4以下のプロダ

クションタイプ°，但し簡易レーティング可，改造艇を

除く）

9．参加料

l艇につき20,000円，特別エントリーの艇30,000円

（特別エントリーの1位の艇には本年の全日本ミニト

ン選手権の艇の搬送費20万円が日本ミニトン協会から

与えられます）乗員1名につき3,000円

10．賞

総合優勝関西選手権杯

各クラス優勝日本ミニトン協会杯

2位，3位トロフィー

11．ウエルカムパーティ：会費1名3,000円（ブレザー

着用，1艇2名以上参加願

います）

12．参加申し込み：高槻市辻子3-11-6入江方ミ
ニトン関西選手権実行委員会

a0726-71-4817

13．お問い合わせ：同上

DbbDbbb●ひ●●ひ●DCDCひひひむりひ､ひひひひひひ●ひひひりりりひBbbひ

『イメージカソビユーターレーテイソ例
一そfLな6に楽しく、それならに公平で、そfL7まbのレース運営のために－

内海支部計測委員長、10R公式メジヤラー

飯塚巧二クルーザーヨットのレースは同型クラスやレベル

レースを除いて，レーテイングによるハンデキヤッフ°「NORCクルーザーレーテイングシステム」が提案
システムのレースとして行なわれています。レーティされ，普及され始めました。このシステムはIOR,
ングとはこのハンデキャップのベースとなるそれぞれJORと比べ，計測が簡単なこと，寸法，設計の異な

の艇のポテンシャルを表している数値のことです。通る広範囲なヨットをカバーできること，なおかつ，

常,IOR,JORと言われている，どちらかといえば難IOR,JORに相応したレーテイングが得られるなどの
解なルールで計測，計算され，定められています。メリットがあります。しかし，簡単なルールであるが
最近この難解で高価（？）なレーテイングに対し，ために，ルールの本質を理解し，正しい計測点を見出

イワ目｝
I与りノ



昭和62年8月15日第149号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

すことと,それなりの計測精度を保つ必要があります。

多少の時間と費用をもって，メジャーリングされ，手

続きを踏まなければなりませんが，その運用について

は，そのレースに参加する人達の意志が入ってくるよ

うな，フレキシビリティを持っていてもよいと思われ

ます。

現在，各地で各種行なわれている，フェスティバル

レースや，クラブレース等などシビアでメジャーな

レースとは異なるレースにおいては,実際,カンピュー

ターレーティングと言われる，正式なレーティング

(IOR,JOR)に準じたり，同型艇のレーティングを

参考にしたりの，それなりのレーテイングが用いられ

ることが多い。

この方式は決して完全ではないけれど，それなりの

メリットがあります。メリット論よりも，その方法以

外にどうしようもないというのが，現状かもしれませ

ん。特に単発のフェスティバルレースなどの場合，多

数の参加を呼びかける必要があり，非常にイージーな

発想ではありますが，この方法を用いるしか手がない

と思われます。

各地で実際使用されている，このカンピューター

レーティングには不平不満が必ずつきまとうと思いま

す。これは誰が決定しても，所詮その解消は不可能で

す。公式により実測値から計算されたものではないの

ですから，人為的なニオイがその原因だと思います。

"堂嚇蕊鰄削撫篭轆｜
が，基本となる規則には寛容なようです。それは

お上が決めたもの，それはそれでしょうがないと

いう妙な納得があるからでしょうか？

ついでに付け加えるならば，我国でクルーザークラ

スのレーティングと呼ばれているものは，殆どI0R

によるレーティングをベースとしています。IORが

絶対的なものである，という考え方はパーフェクトで

はありません。IORは元来，インターナショナル．

レースのためのルールであり，レーティング算出の一

つの方法であるだけです｡従って,いろいろなレーティ

ングがあってもよく，フェスティバル．レース用の

レーティングがあっても悪くないと思います。

そのような意味では，カンピューターレーティング

も立派なレーティングの一つなのです。勿論,IORは，

艇のスピードポテンシャルを表わしていると考えられ

ますから，これをベースにすることも有用であると思

われます。

ここに紹介するレーテイングは，内海支部に関連す

るレースで用いられているものです。IORメジャラー

として,またﾚｰｰｽ･ｺﾐｯﾃｲとして，沢山のﾚｰ

ｽ結果からコンピューターを使わすに決定したもので

す。この独断的なレーティング表を公表するのは，各

地で使用されているカンピューターレーティングと情

報変換ができれば良いと思いますし，更に，これら力
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ンピューター間にオンラインを持ち，それなりに，よ

り公平なものになれるようにと願うからです。各地の

カンピューター諸氏の意見，データ，自信と不安のあ

るデータを変換することができれば楽しいと思いま

す。また，このレーティング表をそのまま利用された

場合，海域によっては不公平と思われる艇種がでてく

ると思いますが，自由に修正していただいて結構です

し，その報告もいただければ幸いです。

表Iは大型艇から小型艇までをクラス別にすること

なく決めています。

本来，レーテイング21f前後で2クラスに分け

れば，そのクラス内においては，より公平に近い

ものが出来ると思いますが，このほうが一般的に

使用しやすいと思います。

また，表にない艇種も多数あると思いますが，大き

さ，船齢，イメージ等で近い艇に当てはめればよいと

思います。

このレーティングの基本的な考え方は，その艇種が

特別に改造されることなく，通常のトリム，リグで整

備されていることを前提としています。当然，乗り手

側の技術は無視しております。古い艇でも船底をキレ

イにし，形のくずれていないセールをもち，相応の技

術をもったスキッパー，クルーが乗ったと仮定してい

ます。つまり，あくまでも艇のポテンシャルです。多

少，デザインの開発による新旧のハンデは考慮してい

ます。

この表Iのレーテイングに対し，表Ⅱのようなエイ

ジポーナス，プロペラボーナス等のファクターを付加

できます。そのレースの趣旨により，いろいろなファ

クターを付加するのも自由であり，楽しみだと思いま

す。

従来のT.C.F方式では,CT=ET×TCF

R(f)TCFETCT順位

A艇24．00．74993：00：0080982

10800S

B艇21.20.72043:10:0082123

11400S

C艇16.20．66253:20:0079501

12000S

となるレース結果が，このタイムテーブルを使用する

と，

①スタートからフィニッシュまでの直線距離(D)

（この場合,12Mと仮定）

②風速5m/s以下の微風だったと仮定する。

CT=ET-TA×Dにより

順位

A10800-655×12=29491

B11400-680×12=32403

C12000-737×12=31322

のように,このタイムテーブルを使用するならば,コー

スの長さ,風速によりハンデキャップは変化するのが，

特徴です。

TCF方式,TA方式，どちらを利用するかは，過

去のデータを再度,TA方式にて計算するなどして，

その選択を検討すれば，おもしろいと思います。

このような考え方は，各国にあるパフォーマンス・

ハンデキヤップ・システム(PHRFなど）と全く同

じ考え方です。彼等は毎週のように行われるレースの

結果を集積し，レーティングとハンデキャップのため

の分析を行っていますが，そのための公式があるわけ

ではありません。レーティングやハンデキャップを考

えることもヨットの楽しみ方の一つとして取込んでし

まっている感があります。

世界的には,IORの他にIMSも発表されています。

これは,IORよりも更に広範囲にクルージングボー

トも包括できるようなハンデキヤップ・システムです

が，残念ながら,IORと同等かそれ以上の計測とコ
ンピューター処理が必要です。

レースという，たてまえは一緒でも，そのレースの

性格，背景は様々 だと思います。それぞれに対応した
レーティングとハンデキャップが存在すれば，そのさ

まさまなレースをよりスムーズに，より多く，企画で

きますし，それによって数多くのヨットがレースを経

験され，ヨット遊びの楽しさを増加してもらいたいと
いうこと力;私の願いです。

おわりに，「それなりに」とは決して「いいかげん」
ということではありません。コミッテイーも参加者も

同じヨット遊びの仲間です。遊びなればこそ，いいか
げんでなく，それなりにベストを尽して楽しみたいと

思います。

へ
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R(f)22.0以上
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表Ⅲは「NORCクルーザーレーティング」で使用

される「タイムアローワンスシステム」をレーティン

グ｛に換算したものです。簡単に説明しますと，
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表ⅡI
RATING 5m/S 5－9 9m/S RATING 9m/S RATING 5m/S R－Q

u色ノ 9m/S5m/S 5－9
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５
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０
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昭和62年8月15日第149号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三極郵便物認可

ニッポンカップインターナショナルヨットマツチレース

の説明会及び参加のおさそい

本年2月アメリカズカッフ．でのヨットマッチレース

のスリリングな面白さは,NHKTVを通じて視聴者

をお茶の間に釘づけにしました。

今回のレースは，上下マークのみのマッチレースで

すが海上の格闘技とも云える1対1のレースは影像を

介してホットなマリンスポーツとなり得るでしょう。

また,NHKTVにより我々ヨットマンはもとより，

日本のヨットファンを魅了してくれるものと思いま

す。

本年のレース概要は次のとおりです。

1．主催

日本外洋帆走協会，日本ヨット協会，葉山マリーナ

ヨットクラブ

2．冠スポンサー：現在検討中

3．協賛：ヤマハ発動機他スポンサー各社

4．開催地：神奈川県葉山町葉山マリーナ沖

5．開催日

(1)国内選抜レース：昭和62年11月7日出～8日（日）

(2)決勝レース：昭和62年11月12B(木)～15日旧）

6．出場チーム

(1)国内選抜レース

。ア杯挑戦ニッポンチャレンジチーム

。ア杯挑戦ベンガルベイチーム

｡NORC推薦チーム6チーム

上記8チームにより，総当りレースを行ない，決

勝レース出場チームを選出する。

(2)決勝レース

｡外国招待チーム6チーム

NORC'､Iji務理と1fi,'i水栄太郎

・葉山マリーナヨットクラブチーム

･国内選抜レース優勝チーム

上記8チームにより,総当りレースを行なった後，

リーグ戦で最終ラウンドを行なう。

7．勝敗：約1海里間隔のマークをし，または2往

復して勝敗を決める。

8．使用艇：同型艇（ヤマハ30S)8艇を使用する。

9．チーム:1チームはスキッパー及びクルー4名の

計5名とする。

以上ですが,NORCとしては,6(1)のNORC推薦

チームを決める必要があります。会員各位の参加をお

願いします。

〔説明会〕

レースの詳細，その他についての説明会を次により

開催しますので，エントリー希望の会員は勿論マッチ

レースに興味をお持ちの方は御参集ください。

。8月22B(i)1400～1530

束京都港区虎ノ門1-15-16

船舶振興ビル10F第1会議室

。8月29日出1400～1530

大阪市北区梅田3-1-1

JR大阪駅大阪ターミナルホテル21F菊の間

〔エントリー（仮エントリー）の要領〕

1チーム5名（会員NORCの会員であること）全

員の。氏名（性別）年齢。会員番号。住所電話番号・・

エントリー希望の旨を明記し，ハガキ，または文書で

NORC各支部へ申し込むこと。締切期限9月10H(当

日までの消EI｣有効）

〔お知らせ〕
〈クラスの分類・TCFの算出etc.に関わるレーテイング・フィートについて＞

計測証書のレーティング・フィートは，昨年度まで 本部／関東支部帆走委員会
は小数点第一位の数値まで算出されていましたが，本

本部ルール／本部計測委典会
年度からは小数点第二位の数値まで算出されることに

なりました。卜の小数点第二位の数値を四捨五入した小数点第
就いては，上記変更に伴い，レース参加艇のクラス－位までのレーテイング・フィート
別の分類並びにTCFの算出etcは下記の方法により1.参加資格の判定
行うことになりましたのでお知らせします。レース参加資格に関わるレーテイング・フィートは

記く四捨五入レーティング・フィート〉を適用する。

＊＊計測証書レーテイング・フィート：［例]レース参加資格21.0ft.～70.0ftとした場合には
計測証書に記載されている小数点第二位までの20.95→21.0ft～70.0ft←70.04
レーティング・フィート2．クラス別の分類：

＊＊四捨五入レーティング・フィート:-NORC外洋レース規則第3条一

計測証書に記載されているレーテイング・フイークラス別の分類に関わるレーテイング・フイートは

(29）
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〈四捨五入レーティング・フィート〉を適用する。

［例］計測証書記載R.F.クラス分類RF

24.48ft.－－ｼは四捨五入して－一>24.5ft.

3.TCF/TMFの算出

TCF/TMFの算出に関わるレーテイング．フイー

トはく計測証書レーテイング・フィート〉を適用する。

［例］

)CF=V24W+26=qxxxxTMF=_K哩亙=0.XXXX

4．セール枚数のリミット:-IOR-895-

セール枚数のリミットに関わるレーテイ

フィートはく四捨五入レーテイングフィート〉

ング・

を適用
＋プ

9つo

以上

TCF=
1+qV24.4810

%11:00

中川敏彦

スタート時刻

62年度初島卯月レース成績表帆走委員長
本誌5月号にて掲載しました初島卯月レース成績表の中で

<GREATPEOPLE>のフィニッシュタイムが誤って記録さ

れていましたので修正いたします。帆走委員長中川敏彦

律国

クラス

順位
総合
lllH位

セール番号 艇 名 初脇廻航 到着時間 TCF/TMF Ⅱ
閲
ワ
ー
Ｑ
Ｊ
ワ
ー
ｎ
Ｊ
ｎ
ワ
ワ
Ｉ
Ｑ
Ｊ
ワ
ー
Ｒ
ｕ

北
‐
ｒ
〈
ｂ
反
Ｊ
ｎ
Ｕ
〆
０
４
坐
つ
Ｊ
９
Ｊ
ｎ
Ｕ
１
１

Ⅲ
肌
行
０
０
０
貝
』
句
乙
０
０
、
色
○
Ｊ
Ｏ
Ｌ
ワ
ｊ

』
ハ
Ｕ
ハ
、
Ｑ
Ｊ
Ｑ
〕
Ｑ
〕
Ｑ
〉
旬
』
利
１
［
ｉ

修
３
２
２
２
２
２
２
３
２

８
１
６
５
７
４
２
９
３

２
８
５
５
０
９
４
１
１

１
８
３
５
１
１
４
１
０

１
１
３
３
４
５
５
６
０

２
３
３
３
３
３
２
３

FUJIIII

CONTESSAⅧ

ORIHIMEII

YUKIKAZEV

ZEROII

LAVIEENROSE

BLUENOTE

MAPLE

HALFTIME

Ｆ
「
〕
Ｆ
「
〕
Ｆ
「
〕
戸
園
Ｊ
Ｐ
員
』
戸
烏
Ｊ
Ｐ
『
〕

勺
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
上
Ｔ
Ｉ
▲
も
－
上
寸
Ｉ
▲
制
Ⅱ
ユ
旬
Ｉ
ユ

即
呼
呼
齢
艸
咋
ｒ
ｎ
月

３
６
５
３
１
７
３
７
１

４
３
０
０
０
５
１
０
４

８
９
９
０
６
１
５
４
９

４
５
５
０
０
０
１
４
５

０
９
０
１
１
１
０
１
０

２
１
２
２
２
２
２
２
２

９
２
０
０
７
０
０

２
２
４
３
２
３
２

２
４
９
８
９
５
５
５
３

８
９
０
２
０
９
０
７
０

６
２
２
１
２
０
２
０
７

８
８
８
８
８
８
８
８
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０

兜
１
妬
班
測
岨
３
羽
４15：34

８
４

MOREJOYCINQ

KELONIA

SYLPHIDES

SOUMI

MRS.MEDAUSAE

KAITAROHIII

BIGSHOT

KAGUYAHIME

SUMMERKNOWNS

GREATPEOPLE

POINCIANAII

SEACROWNIII

BUNBLEBEE

NEFUNOREO

RIPPLEII

TABATHA

BASIC

OTSHOSAN

ISIS

ARC･EN･CIEL

FINMARSHUR

MEYBE

TRACER

SAIKEN

PEGASUS

CROW

６
２
２
９
４
０
１
５
０

８
８
０
３
４
９
５
７
３

３
１
０
０
０
２
３
５
５

２
３
３
３
３
３
３
３

閲
脚
押
卯
即
艸
御
吋
吋

３
６
８
９
４
８
５
７
２

３
４
５
４
２
０
２
１
３

８
８
７
８
３
６
１
０
７

４
４
４
０
５
４
５
５
３

１
１
１
２
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２

５
５
７
６
５
５
６
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
０
５
０
５
４
０
４
８

５
５
１
０
３
５
０
５
４

９
６
０
３
２
４
７
５

７
１
９
２
１
５
３
１
７

６
５
３
４
５
５
４
４
５

７
７
７
７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
８
４
６
４
８
６
９
６

４
６
５
７
５
７
５
３
７

８
２
７
７
４
２
０
９
９

９
９
８
９
９
９
９
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２

28

22

DSQ

27

25

23

18

15

17

DSQ
ワ7
些D

nF

乙、

７
６
５
３
１
２

へ

７
０
９
８
６
６
３
７
４
５
４
１
８
０
０
９
１

７
７
７
８
３
０
３
８
１
８
９
５
５
１
７
１
７

６
９
９
０
２
３
３
３
４
４
４
５
５
５
６
２
５

２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
３

４
９
８
昭

７
胆
Ⅱ
釦

15：48

15：59

ナ．】

響し

15：30

RET

15：37

15：30

16：05

15：48

15：50

15：50

15：50

1F■F＝穴

10．｡、

15：55

15：55

16：09

16：05

21:46'06”

22:05'36"

21：49'33'’

22:04'46"

20:00fll(23:05)

21:55,0O"

21：49,53”

22：14'06“

21：49'45｡

21：52‘38”

nT･信FFFF時

乙上．｡｡、｡

22：20’12”

22:26'36'’

21：47'55”

21：51,15”

22：14，01”

21：50'20”

０
９
５
１
８
７
７
７
９
１
０
８
３
１
７
８
１

７
０
８
３
１
２
３
４
８
４
６
６
６
１
４
５
６

３
２
３
３
３
３
３
２
３
３
３
３
３
３
３
９
９

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
０
２
０

７
９
８
４

５
７
７
２

８
８
８
９

２
２
２
２

Ⅲ
５
Ｍ
，
７
哩
巧
略
３
６
２
１

喝
８
泌
叫
皿
略
訓
釧
６
９
５
２

５
９
１
６
６
５
０
３
２
８
９
２

９
０
１
０
４
６
７
３
２
０
３
６

７
６
３
８
７
９
０
３
４
７
１
１

■
■
■
■
●
凸
５
４
■
■
●
●

８
８
９
８
８
８
０
０
８
８
８
７

２
２
２
２
２
２
３
３
２
２
２
２冊
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第14回江ノ島･清水レース 成續表ｽﾀーﾄ時刻:1987年7月18日12時15分00"
石廊崎回航

月日時分

所要時間

（秒）

フィニシュ時刻

月日時分秒

修正時間

（秒）

総合

順位

クラス

順位
CI S､NC NameofYacht rype R(ft) 着順 T,C・F

FUJIIIII2112FUJIIIIFRE4536.99DNFO

I2455MARGEDOU4232.387il02502%,123858878380

3355雪風VYOK4030､56%074077il154950992900

3544BLUENOTEITO4131.41%043037i135002921020

3660青海波X-130.67%03401%,120200856200

Ⅱ2814光風YAM3728.34DNFO

3161DHARMAIIFUJ45K28.25DNFO

V1909DANDELIONTAK3425.78DNFO

2182KELONIAYOK3324.23DNFO

3130一寸法師YAM3424,61DNFO

ノ1155－乗IIIYOK31N22.44DNFO

1800てんとう虫YAM30S21.80%104056%)152722979420

2677GREATPEOPLEYOK31N22.768%)1738501058300

2680からすの子J-2420.49DNFO

3043MERAMIYAM30S22.09DNFO

3386SUPEREMERALDAIIYOK31N22.39DNFO

34140TSHOSANYOK32S22.93"04004%,141307934870

3699NOVA40HAY3022.94%!05175%143748949680

FRE45 36，99 唖
一
蜘
一
皿
一
恥
一
恥

II 7il0250 72818 5 2

幸
風Vニヨ 踊074030．56 ３

０
８

０
６
７

７
５
６

０
５
９

８
７
６

８
’
６
’
２

4

BLUENOTE3544 7i1350023 3

青海波 鮒0340 1

光風111 0．7924

FUJ45K 祁
一
耐
一
睡
一
価

DANDELIONⅣ

24．61

V 0．7337

てんとう虫 %)152722６ 榊
一
剛
一
価
一
杣
一
唖
一
“
｜
柳

４
７
９
０
１
０
１
８
７
７

３
’
４

４
’
７GREATPEOPLE2677

国里 からすの子 J-24 20．49

MERAMI

22．39

OTSHOSAN YOK32S ８
１
７
８
０
１
９
０
６
７

１
’
３

１
’
２陥143748 94968jfi0517 ５

賞杯受賞艇艇名 総合優勝

クラスI～III

Ⅳ

V

静岡県所属艇1位

駿河湾支部長杯

静岡県知事杯

清水市長杯

藤沢市長杯

静岡新聞社杯

OTSHOSAN

青海波

該当艇なし

OTSHOSAN

てんとう虫 レース委員長渡辺克己

1987年NORC近畿北陸支部レース

ポイントレース7．8回戦
7回戦 81111litt

艇満

艇神

T､C､F

W.'|I.1

修正順
得点

修｣Elll【I

111:点

■
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｏ
４
ｆ

と
。
△
言
“
１
○
脚
Ｉ
。

合
僻

J悪一

好i

IIlI1
着
順

１．
１
Ｏ

艶
Ｎ

修正紗所要時間 修正秒 ﾄﾘ↑要時間 備必

CREEKO､6699

KAN､2342．0

２
０７

1

8.1/4
《
’

3．3523324 2 1:34:20 3.792 1：23:24 57.1/41

AKVAVITO､6711

TAK-1/819.0

1

8．1/4
1:33:24 3，761 ，.N･S3300 1 28.1/4

1．0

FireBirdⅣ

YAM－26S

８７８
０
６
．
．
５

０
１

５
０４

５
０４

句P｡F穴

。｡｡、 1：33:40 3．8655 1：47:37 4，441 ３ 23.0

"i't族110．6612

YAM－21CEXO

７
０２

６
０３

2:06:01 3，951498 ７ 4,999 l：39:36 5.06

MIXMAX

KAN－23

９９６
０
６
．
．
８

０
２

３
０６

２
０７

3，4293370 3 l：35：18 3,830 1：25:18 41.02

PUNPKIN2

YAM－21S

２１６
０
６
．
．
５

０
２

６
０３

４
０５

2756 6 l:58:17 4,693 1:36:31 3，829 33.0５

ESPERANZA

YAM－21S

３
０６

２１６６
０
０
２

４
０５

2735 1：43:45 4,116 I：34:18 3，741 13.04 4

MARIE

YAM－21C

２１６６
０
０
１

７
０２

８
０１

350 8 2:10:44 5.186 ７ I:40:50 4.000 4.0

帆走委員長：三井祥功Start7月12日

S

10時35分13時25分

4～6m/SecO～2m/sec
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安全委員会より領布物品のお知らせ；
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認
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ORCの安全規則（スペシャル・レギュレード

ション）では,1987年よりライフブイ，ライフラ：
フト，ライフジャケットにレトローリフレクティ：

ブﾏﾃﾘｱﾙを取り付ける事が義務つけられて：
おります。

日本での適用は,1988年からの予定です。

NORCでは,12×5cmを10枚1セットとして,:
セット単位で頒布することにいたしましたので，；
御希望の方は希望セット数と発送先を明記のう；
え,料金同封でNORC本部安全委員会宛お申しI
込み下さい。

_雌…k黒鳥』蝋L…鷺似忌4謝戟L_;

司ﾛ晶叩閃唖…’F画一一■-■F一ー一－－－=ニーー■圭一一F一望q壺回ｰ声一一一一』

目湧

情 報司一ナー
¥

”．』

4区
幸

一‐f二凸一陣畠一一

①全長②船齢③材質④装備品⑤希望価格

⑥住所⑦氏名⑧連絡先

〈売りたし〉

①ニコルソン31クルーザー②10年③英国製FRP

④完全整備済，船検，備品一式，ウィンドベーン，ラ

イフラフト，暖房，冷蔵庫付⑤800万円⑥〒

238-02三浦市三崎町小網代1219⑦福留渭彦⑧

0468-82-6543
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